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本計画では、前計画に引き続き、本県が目指すべき姿を『県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし』と
し、「豊かさ」を量、質、面で築いていきます。
「豊かさの実感」は、県全体の富・利益と、個々人の幸福感を可能な限り密接させることで育まれるものです。
そのためには、行政のみならず、県民をはじめとしたステークホルダーの方々が同じ「目標」に向かい、同じ

「想い」で県政に主体的に参画できる環境を整えることが大切です。

人それぞれの幸福感こそが豊かさの尺度であることは言を俟ちません。ならばこそ、本県における「豊かさ」
とは「人それぞれで異なる幸福を得るため、それぞれの方が自分なりに選び、歩みを進めていけること」を追求
した先にあるべきです。

本県らしい「豊かさ」の追求において、行政が果たすべき役割は2点あります。
1点目は、県民の自由な選択を妨げる要因をできる限り取り除いていくことです。生を受けた環境や生活環境

などに左右されず、誰もが「安心」して暮らすことができるようにすることが、幸せと豊かさへの道を選択する
土台となるものと考えます。
2点目は、各ライフステージにおいて、「希望」を持って自分らしい道を進むことができるよう、できる限り

多くの、そして豊かな選択肢を提供することです。

行政がこの役割をしっかりと果たす過程にあっては、県民はもちろん、市町村、関係団体、民間企業、NPO、
教育・研究機関等、県内外を問わず、社会を支える全てのステークホルダーの方々が主体的に参画していただく
機会と機運を確保していきます。
また、各々が参加しやすい、全県が一体となるための行政運営を目指し行動します。
豊かさへの道において、行政側の価値と方法を押し付けるのではなく、県民の個性に寄り添う姿勢こそが最優

先されるべきであり、その精神が実践されてこそ、県民をはじめとしたステークホルダーと共に築く協働が導か
れ、県民それぞれの幸福感の「実感」に結実するはずです。

そこへの取り組みの方向性では、第 1の柱となるのは、「ふるさと強靱化」です。これは、人々を感染症や自
然災害の脅威から守り抜くための取り組みを進めていくことはもちろんのこと、そこにとどまるものではなく、
生活を取り巻く様々な不安や恐怖から解放されるためのセーフティネットを強く、広く張り巡らせる取り組みも
包含するものです。

第 2の柱となる「『開の国』づくり」では、道路交通体系の整備など目に見える有形の「開化」と同時に、多
様な背景を持つ様々な人々が集い、それぞれの個性を尊重し、また、尊重されながら、活躍できる社会環境づく
りを進めていきます。このような有形・無形の「開化」を出発点として、県内外、双方向の交流も深化・拡大さ
せます。そして、県民はもちろん、山梨県という「開の国」に意欲と期待を持つ全てのステークホルダーの参画
を歓迎し、あらゆる可能性にチャレンジしていきます。

これにより、現在及び将来の県民が、多様性のある豊かな選択肢から、それぞれの幸せと豊かさを追求するこ
とができるようになるとともに、山梨という地域全体にとっては、多様な個性が「山梨の豊かさづくり」に共に
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参画する「集合知」の発揮により、一層の豊かさをもたらすことを期待するものです。

今後は、「ふるさと強靱化」という社会基盤の厚みを着実に積み重ね、これを土台として、その上に「開の国」
という理念に基づく諸施策を展開することで、生活圏としての「豊かさ共創社会」、すなわち『豊かさをもれな
く届けられるふるさと』を構築すべく取り組みを進めます。
また、あらゆる施策の具体化と展開に当たっては、常に「先見性」を反映させ、県民の生活環境の変化を先取

りする姿勢も大切です。
行政が豊かさの実感を一人ひとりに届けるために必要なのは、当面の対処と眼前の課題に取り組むことはもと

より、常に変化する「将来への想像」を重ねることで、予測を超えた社会経済情勢の変化に対しても施策効果を
確保する「先を見据えた施政」と「先を見通した行政」を展開することです。
10年先、20年先に視野を広げて「今」を築く。それが、豊かさへの道を県民の皆様と共に歩む、これから

の山梨県のパートナーシップの決意であり、誓いです。
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本県が目指すべき姿

『県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし』

行政 ステークホルダー
①　選択を制約されない
 社会の構築 県内外の関係者による
②　多彩で豊かな
 選択肢の提供

主体的な参画

①　ふるさと強靱化 （自由な選択の制約要因の除去） 

②「開の国」づくり（多彩で豊かな選択肢の提供）

果たすべき役割

共創

取り組みの方向性

✓　感染症に強靱な地域づくり
✓　防災・減災、県土の強靱化
✓　地域経済基盤の強靱化
✓　安全・安心、快適なまちづくり
✓　子育て支援の充実
✓　共生社会化の推進
✓　生活基盤の保障
✓　困難からの脱却・再挑戦に開かれた社会づくり
✓　地域を担う人財づくり 

✓　海と空に開かれた「開の国」交通ネットワークの充実
✓　「自然首都圏」創出のための基盤整備
✓　「上質な空間」づくり
✓　地域を担う人財づくり【再掲】
✓　教育の充実
✓　共生社会化の推進【再掲】
✓　地域経済の収益力向上
✓　文化芸術の振興
✓　スポーツの振興


